
４-３.日本での雨水活用例：路地尊

墨田区には、路地尊と呼ばれる雨水利用システムがある。これはもとは防
災まちづくりのために作られたものである［５］。近隣の住宅の屋根に降った雨
を集水して、地下のタンクに貯めるしくみで、消毒用の塩素が入っていないた
め、野菜や草花を育てる水として、また金魚等の飼育用にも役立っている［６］。
『雨水利用と持続可能な防災まちづくりへの課題―東京都墨田区における
路地尊型雨水利用施設の事業経緯と維持管理について―』［５］によると、墨

田区内であまり使われていない路地尊も一定数ある。逆に使われている地
域には生垣や花壇、鉢植えなど水を必要とするものが周囲にあり、使われて
いないのは水を必要としない地域であった。

雨水の新しい活用法
上垣外明子 近藤 祐月 龍野彩恵 坪井登和子（お茶の水女子大学附属高等学校 ２年）

１. 研究の動機
現在、日本で水不足が問題になっている。また、私たちが生活の中で使う水はその多くが淡水であるが、地球表層の水の97％［１］は海

水である。そのような中、雨は貴重な淡水であり、私たちが普段使っている水の水源だけでなく都市にも多く降る。しかしその多くは使わ
れることなく地面を流れ、下水道を経て海へ還ってしまう。その雨を有効活用できれば、水不足の解決につながるのではないかと考えた。

２. 研究方法

天然の水を生活に利用している地域に行き、都市への応用の仕方を考える。また、海外での雨水の利用法や、日本の新しい雨水の活用法
を調べ、水資源の節約や再利用がしやすい街づくりを考える。
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４-２. 台湾での雨水活用例［４］

５. 考察

雨水には、「汚い」「嫌だ」というようなマイナスなイメージがあるが、調べるう
ちにそのイメージは間違いだと気付いた。管理の仕方と使う場所次第で、雨
水は都心でも有効的に活用できるのだ。
そこで、私達にとって身近な場所でも応用ができないか考えた。

例えば、路地尊の雨水システムからヒントを得て、体育館の屋根に降った雨
水を集める装置を取り付け、その水を校庭のスプリンクラーやトイレで活用す
る。 また、私たちの通う学校の周辺に坂があるので、それを利用した水路を
設置し、地域で「みんなの水」として共同で使う。これこそが私たちが提案する、
雨水の新しい活用法だ。

６.感想

雨水の有用性について知ることができ、私たちの生活に
も雨水が使われる日が来るといいと思う。そのために、今
後も私たちはフィールドワークや実験を行い、雨水の資源
としての可能性を広げていきたい。そして、一人一人が水
を大切に使える社会に一歩でも近づけたい。

私たちは、雨の日を楽しい日にすることを目標に探究を
続けていく。

４-１.墨田区役所での取り組み

墨田区役所では、地下に貯めた雨水をトイレで利用す
ることで、1997年には使用水量の4割以上を賄えた「３］。

長野県須原宿では、良質な湧き水
を汲み上げ、古くから飲用、また野菜
などの冷却用に用いてきた。この装置
を、『水舟』と呼ぶ。

都市に降る雨もこのようにして住民
が自由に利用できるようにすれば、雨
水への見方が変わり、節水が実現す
るのではないだろうか。

図１ 飲める水舟
（撮影：上垣外明子）

←図２
スイカを冷やす水舟
（撮影：上垣外明子）

水舟の所在地（『須原宿詳細マップ』をもとに国土地理
院地理院地図を用いて作成）［１］［２］

３. 着眼：長野県の須原宿でみられる水利用

一年を通して集められる雨水の量は約17,000トンで、ラ
ンタナ花壇13,500平方メートル及びその他の花の混在花
壇7,950平方メートルへの水の供給、更に池水への水の
補給が行われている。一年の総需水量の68%を占め、雨
水利用率は平均で91.8%に達している。1980年に建てら
れた中正紀念堂は2003、2004年の改築で雨水利用の仕
組みが形成された。観光名所である紀念堂で、観光客に
雨水利用の概念を知ってもらい、節水の意識を喚起する
ことを目的としている。屋根で集めた雨水は集水井で貯
められ、その後濾過・浄水して活用している。

路地尊のしくみ［６］中正紀念堂（撮影：龍野彩恵）


